
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 1,980.04 ▲0.74% ▲3.02% 4.39% 18.07%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

3,818.85 3.24% 6.11% 23.51%

国内リート見通し

マーケットの動き（2026年2月9日～2月13日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2025年1月31日～2026年2月13日）

情報提供資料
2026年2月16日

オフィスや住宅などの賃料上昇の加速が見込まれることに加え、公募増資を伴う物件
取得による分配金成長への期待が高まっています。金利上昇リスクは相応に織り込ま
れたと判断されるなか、インフレに負けない成長戦略の実行により、国内リート市場
は底堅く推移すると予想します。加えて、海外投資家や地域金融機関、投資信託など
の買いによる需給環境の改善が市場を支えるとみています。

国内各種資産利回り
2026年2月13日時点

38.08%

投資環境見通し（2026年2月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
2月13日

国内リート市場は、底堅く推移すると予想

先週の国内リート市場は、前週末比で下落しました。
週前半は、衆議院選挙で自民党が大勝したことを受け国内株式市場が上昇し、国内
リートも上昇しました。しかし、週末にかけては、日米株式市場が下落したことから
国内リートでも売りが優勢となりました。
セクター別では、オフィスセクターや住宅セクター、商業・物流等セクターが総じて
下落しました。
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